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　朝夕が寒くなり、冬の到来を感じるようになりました。

　定例会の日程以外に色々な研修会、講演会、大会、行事等も

ありましたので、簡単に説明をさせて頂きます。

○球磨郡町村議会定例議長会
　月に１回開催している定例議長会では、球磨郡内の動向や管内

主軸事業要望などについて協議、情報共有をしております。また、

村長が川辺川ダム建設促進協議会から離脱した件についての厳し

い意見があり、その中で、県や国土交通省が本村に対しどうする

のか心配する意見もありました。

○八代河川国道事務所へ表敬訪問
　今年５月に新しく議長、副議長に就任したことをうけ、国土交通省八代河川国道事務所へ表敬訪問しま

した。お会いした貫名功二所長に、村長が川辺川ダム建設促進協議会から離脱を表明した事に関し、議会

として村に対し協議会への再加入を求める決議を予定している件や永江地区等の水害対策をはじめ、川辺

川流域の整備並びに国道445号の改良について話をしました。

　貫名所長は、球磨川流域河川計画に関する経緯や今後の進め方等、治水対策案の整理表を基に、引提、

河川掘削、遊水地、放水路、宅地の嵩上げ、輪中提、流域の保全、流域における対策等の案を説明されま

した。

○下球磨議会議員親善グラウンドゴルフ大会
　毎年恒例のグラウンドゴルフ大会に参加しました。今年は、個人の部で福田雄二議員が１位、中村重道

議員が２位、団体では２位と好成績を収めました。会場は五木村の水没予定地を国補助で整備された立派

な施設「五
ご

木
き

源
げん

パーク」でしたが、本村も国・県による水没予定地周辺等の整備が必要と強く感じました。

○農家との農政懇談会
　８月に村認定農業者協議会役員や各部会代表との農政懇談会があり、利水関係、補助金の枠、執行部に

要望している事、議員の農業に対する認識等についてそれぞれ意見交換しました。農林業は村の基幹産業

であるので議会は積極的にバックアップしていく事を再確認しました。

○村有林野分収造林契約地内の立木売却に伴う現地視察
　四浦夜狩尾地区にある村有林を国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター（旧公団）が植

付け等を管理し、立木売却時に村が６割、森林整備センターが４割で売買代金を受け取るもので、第６回

定例会に売却の議案が提出されたことに伴い、現地を視察しました。（伐区面積：8.12ha、見込本数：スギ1,400

本、ヒノキ5,500本、林齢：52年、幹回り：スギ35㎝、ヒノキ27.6㎝（平均））

全国森林環境税創設の要望 村有林野分収造林契約地内視察

人吉球磨地域植樹祭（瀬戸堤公園にて）下球磨議員グラウンドゴルフ大会 農家との農政懇談会

相良村議会議長

吉松 啓一

議

長

報

告
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平成29年  第6回定例会報告

平成２８年度一般会計及び特別会計の決算を認定
　平成29年第６回９月定例会が、９月12日から20日までの９日間の会期で開催され、健全化判断比率の報告等

３件、専決処分の承認２件、平成28年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定６件、平成29年度一般会計

及び特別会計の補正予算６件、工事請負契約、村道路線の認定、相良村有林野分収造林契約地内の立木売却、

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更、農業委員会委員の任命２件、及び

発議４件が提案され、慎重に審議した結果、原案どおり承認・認定・同意及び可決しました。

　一般質問には６人が登壇し、村長の考えを質しました。

○報告案件

報告第３号　平成28年度株式会社さがら経営状況報告について

報告第４号　健全化判断比率の報告について

報告第５号　資金不足比率の報告について

○承認案件………原案承認

承認第８号　平成２９年度相良村一般会計補正予算（第２号）

　　　　　（九州北部豪雨災害復旧支援用重機運搬車両借上げ　216,000円）

承認第９号　相良村学校給食共同調理場の設置、管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○認定議案………原案認定

認定第１号　平成２８年度相良村一般会計歳入歳出決算の認定

認定第２号　平成２８年度相良村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

認定第３号　平成２８年度相良村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定

認定第４号　平成２８年度相良村農業集落排水特別会計歳入歳出決算の認定

認定第５号　平成２８年度相良村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

認定第６号　平成２８年度相良村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計 一　　般 国　　保 簡易水道 農 集 排 介　　護 後期高齢者 合　　計

収入済額　A 3,481,355 729,812 103,728 252,751 654,573 52,825 5,275,044

支出済額　B 3,365,051 663,515 101,220 248,229 591,265 52,251 5,021,531

歳入歳出差引額

（A－B）　C
116,304 66,297 2,508 4,522 63,308 574 253,513

翌年度へ繰り越す

べき財源　D
32,503 0 0 0 0 0 32,503

実質収支（C－D）

　Ｅ
83,801 66,297 2,508 4,522 63,308 574 221,010

○条例議案………原案可決

議案28号　相良村職員の退職管理に関する条例の制定について

○一般会計補正予算………原案可決

議案第29号　平成２９年度相良村一般会計補正予算（第３号）
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歳入歳出それぞれに8,872万1千円を減額し、総額34億4,991万6千円とする補正で、採決の結果、賛成多数で可

決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 361,836 2,287 364,123 社会保障・税番号制度整備補助金

県 支 出 金 221,851 3,790 225,641 地域特産物産地づくり支援補助金等

繰　 入　 金 233,429 △ 23,853 209,576 財政調整基金繰入金

諸　 収　 入 10,609 6,405 17,014 熊本県市町村振興協会交付金等

村 債 572,100 △ 77,350 494,750 教育施設整備事業債等

歳 入 合 計 3,538,637 △ 88,721 3,449,916

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

議　 会　 費 57,648 16 57,664 共済費

総　 務 　 費 530,072 6,411 536,483 くま川鉄道経営安定化補助金等

民   生　 費 799,303 249 799,552 介護保険事務繰出金等

衛   生   費 266,388 4,032 270,420 簡易水道特別会計繰出金等

農林水産業費 441,678 21,395 463,073 地域特産物産地づくり支援補助金等

商　 工 　 費 31,542 12 31,554 観光宣伝会議等

土　 木　 費 240,992 46,223 287,215 深水地区里道改良工事費等

消　 防 　 費 149,495 1,518 151,013 ホ－スポ－ル新設工事費等

教　 育 　 費 740,223 △ 168,577 571,646 共同調理場新設工事費等

歳 出 合 計 3,538,637 △ 88,721 3,449,916

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算………原案可決

議案第30号　平成２９年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第31号　平成２９年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第２号）

議案第32号　平成２９年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

議案第33号　平成２９年度相良村介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第34号　平成２９年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

○工事請負契約の議案………原案可決

議案第35号　工事請負契約の締結について

　　　１．工事名　　　平成２９年度村道八ツ田井沢線（権現橋）橋梁補修工事

　　　２．工事場所　　熊本県球磨郡相良村大字柳瀬地内

　　　３．契約額　　　￥６８，０４０，０００．－　（落札率８４％）

　　　４．契約の相手　丸昭建設（株）

　　　５．契約の方法　指名競争入札

○村道の認定議案………原案可決

議案第36号　村道路線の認定について

　認定路線：瀬馳初神線、深水野原線

○分収造林契約地内の立木売却議案………原案可決

議案第37号　相良村有林野分収造林契約地内の立木売却について

○共同処理する事務変更及び規約の一部変更議案………原案可決

議案第38号　熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
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○同意………原案同意

同意第14号　相良村農業委員会委員の任命について

同意第15号　相良村農業委員会委員の任命について

○議員発議………原案可決

発議第１号　「全国森林環境税」の創設に関する意見書

発議第２号　国道４４５号の道路改良を求める意見書

発議第３号　川辺川の河川改修を求める意見書

発議第４号　川辺川ダム建設促進協議会への再加入を求める決議（６ページに決議文を掲載）

※「全国森林環境税」とは

　森林・林業・山村対策の抜本的強化を図るための税。市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な

財源に充てるために、個人住民税の活用を含めて都市・地方を通じて国民に等しく負担を求めることを平成

２９年税制改正大綱に明記されている。

平成29年  第７回臨時会報告
　平成29年第７回臨時会が、10月30日開催され、専決処分の承認１件、工事請負契約３件が提案され、慎重に

審議した結果、原案の通り可決しました。

○承認案件………原案承認

承認第10号　平成29年度相良村一般会計補正予算（第４号）

　　　　　　（衆議院議員選挙費５，５３７，０００円）

○工事請負契約の締結議案………原案可決

議案第39号　工事請負契約の締結について

　１．工事名　　　平成２９年度相良村簡易水道事業施設整備工事（１工区）

　２．工事場所　　熊本県球磨郡相良村大字川辺地内

　３．契約額　　　￥１２３，３３６，０００．－　（落札率９９％）

　４．契約の相手　株式会社　新堀産業

　５．契約の方法　指名競争入札

議案第40号　工事請負契約の締結について

　１．工事名　　　平成２９年度相良村簡易水道事業施設整備工事（２工区）

　２．工事場所　　熊本県球磨郡相良村大字四浦地内

　３．契約額　　　￥７２，９００，０００．－　（落札率９７％）

　４．契約の相手　宮原建設　株式会社

　５．契約の方法　指名競争入札

○工事請負契約の変更議案………原案可決

議案第41号　工事請負契約の変更について

　　　１．工事名　　　　平成２８年度観音橋護岸工事（２工区）

　　　２．工事場所　　　熊本県球磨郡相良村大字川辺地内

　　　３．変更契約金額　￥７０，８５４，６２８．－

　　　４．契約の相手　　株式会社　白砂組
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川辺川ダム建設促進協議会への

再加入についての決議

川辺川ダム建設促進協議会への再加入を求める決議

　本村は永年にわたり川辺川の氾濫、大洪水に見舞われ、特に昭和38、

39、40年は甚大な被害にあった。そこで国、熊本県に治水対策を要望し

たところ、ダム建設が示され、歴代の村長は、村発展のため、議会の議

決を得て苦渋の選択でダム容認をし、それに基づき水没予定地の70数戸

の世帯が移転した。

　平成21年、德田正臣村長は私的な考えでダム建設に反対し、その後、熊

本県知事、人吉市長も反対された。球磨川水系河川整備計画は、まだダ

ム建設を前提とした計画であり、川辺川ダム建設促進協議会の名称にも

ダム建設は残っているものの、現在、国、県及び流域市町村でダムによ

らない治水対策の協議が進められている。

　今回、本村に対して、国、県、地元選出国会議員、県議会議員、流域

の市町村長からなる川辺川ダム建設促進協議会から脱会が承認された。

この事は、当該協議会の重点活動事項である川辺川ダム関連予算の確保、

治水対策の促進、各種事業の推進、九州治水期成会連合会加入の各期成

会等との連携強化等を要望しないと言う事に等しく、当該協議会からの

脱会について容認しがたい。

　村長は、村民が不利益にならないよう下記の項目を実行していくため、

当該協議会に再加入されるよう強く求める。

　以上、決議する。

記

１．川辺川流域の治山治水対策として、砂防堰堤の設置、河川の掘削、堤

　　防の嵩上げ、堤防の強化、災害常襲地帯の家屋の嵩上げ、水没予定

　　地域の振興対策の早期実施

平成29年９月20日

熊本県球磨郡相良村議会

　国・県と共に、球磨川水系河川整備について、特に川辺川関連の諸問題を協議す

る場であった川辺川ダム建設促進協議会を、今年７月に德田正臣村長が脱会したこ

とは、議会としては村民の不利益になることから脱会は容認しがたく、議員発議で

再加入を求める決議を提出し、賛成多数で可決しました。
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　期日：平成29年10月４日（水）

　会場：美里町文化交流センターひびき

　研修会のテーマは「熊本地震からの復旧・復興」でした。熊本県立大学理

事長の五
い お き べ

百旗頭真氏と、熊本地震の際に県庁で陣頭指揮にあたられた熊本県

危機管理防災企画監の有浦隆氏が講師を務められました。有浦企画監の講演

内容についてご報告します。

　まず「防災」とは何か。災害を「未然に防止」し、発生したら「被害の拡

大を防ぎ」、災害の「復旧を図る」こと。つまり、防災の本質は「予防」なの

です。予防には「予防的避難」（時間から退避）と「移転促進」（場所から退避）

の２つがあります。時間から退避は、災害が発生する前に早めに避難するこ

と。特に高齢者の方などは余裕をもって明るいうちに非難することが大事で

す。場所から退避は、災害が発生しそうな場所から家を移すこと。熊本県で

は土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内にある住宅（賃貸除く）にお住

まいの方に対し、移転費用を補助しています。

　熊本地震では市町村の対応力に大きな差が出たそうです。それは、災害対

策本部の機能。災害対策本部では、被害情報を収集するだけでなく、その被

害に対して協議し結論（対策）を出すこと、つまり「対策協議」が大事にな

ります。対策本部内での情報等の共有も大事になるため、シミュレーション

や訓練、分掌（役割分担）などの事前準備も行っておく必要があります。

　救援物資が届いていても人手が足りず配分できないというニュースがあっ

ていました。ブルーシートや水などが単品・大量に届けられたことが原因です。

では、どうすればいいのか。有浦企画監が提案されるのが「リュックにセッ

トでパックで」。最低３日分の日用品をセットにしてリュックに入れて備蓄。

災害時にはそのリュックを直接避難所に持っていき、避難者に配布してもら

うのです。リュックであれば両手が使えて老若男女使えます。配布も小分け

する必要がないので簡単です。

　この他に、防災センターの必要性や防災力向上のための構想について講演

されましたが、熊本地震では多

くの課題が出たそうです。い

つ起きるか分からない災害に備

え、その解題解決に向けた取り

組みを相良村にも反映できるよ

う、われわれ議会は提案してま

いります。

熊本県町村議会議長会議員研修会

熊本県町村議会議員研修会報告
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一 般 質 問

村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

質
問
１　

川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会

の
脱
会
は
誰
が
決
め
る
の
か

こ
の
よ
う
な
政
策
に
つ
い
て

は
、
政
策
決
定
者
の
判
断
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

質
問
２　

村
長
だ
け
の
判
断
で
、
議
会
に

協
議
す
る
こ
と
な
く
脱
会
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
う
。
脱
会
し
て
も
相
良
村
に

何
の
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト

の
方
が
多
い
と
思
う
が
。

ダ
ム
に
反
対
す
る
立
場
の
人
間

が
、
促
進
協
議
会
に
残
る
こ
と
は
、
こ
れ

は
矛
盾
で
あ
り
、
脱
会
は
当
然
で
あ
り
ま

す
。
人
吉
球
磨
の
地
域
づ
く
り
や
治
水
対

策
に
つ
い
て
は
、
他
の
市
町
村
と
足
並
み

を
揃
え
要
望
活
動
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
３　

ダ
ム
に
反
対
し
た
人
吉
市
は
促

進
協
議
会
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
人

吉
球
磨
で
協
議
す
る
内
容
に
参
加
し
意
見

を
述
べ
た
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
村
長
は
、

球
磨
郡
の
町
村
長
の
中
か
ら
外
れ
も
ん
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
国
土
交
通
省
、
国
や

県
も
全
然
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
、
要
望

活
動
す
る
と
こ
ろ
が
無
く
な
っ
た
わ
け
で

す
。

心
配
さ
れ
る
よ
う
な
国
交
省
と

の
関
係
、
国
、
県
へ
の
要
望
活
動
に
は
全

く
影
響
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
問
４　

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
の
現
状
に

つ
い
て
。

現
状
は
、
加
工
場
に

関
し
て
は
休
止
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ソ
バ
、

麦
の
栽
培
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
は
、
雇
用
対

策
を
目
的
と
し
た
誘
致
企
業
で
あ
っ
て
、

ヤ
マ
ト
イ
モ
の
加
工
施
設
で
あ
り
、
県
庁

で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
村
長
だ
け
の
出

席
で
議
会
に
は
全
然
出
席
要
請
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
議

会
は
誘
致
企
業
と
い
う
こ
と
は
議
会
自
体

認
め
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
加
工
場
の
休

止
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

会
社
は
休
止
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
加
工
部
門
が
休
止
し
て
い
る
わ
け
で

あ
っ
て
、
農
場
部
門
は
動
い
て
い
る
。
議

会
へ
の
報
告
は
、
民
間
企
業
の
場
合
は
、

企
業
戦
略
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
に
内

容
を
説
明
す
る
こ
と
は
控
え
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

誘
致
企
業
的
な
位
置
付
け
で
あ
り
ま
す

の
で
、
経
営
の
内
容
、
加
工
と
か
、
経
営

に
か
か
わ
る
、
営
業
等
に
か
か
わ
る
も
の

は
で
す
ね
、
私
ど
も
が
こ
の
本
会
議
で
述

べ
る
べ
き
事
柄
で
無
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質
問　

そ
の
よ
う
な
考
え
で
ど
う
し
ま
す

か
。
相
良
村
は
ど
れ
だ
け
お
金
を
会
社
に

投
資
し
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
よ
ね
。
本

村
が
行
っ
た
支
援
は
、
平
成
26
年
度
に
水

源
地
給
水
等
修
繕
、
貯
水
タ
ン
ク
設
置
、

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
、
水
道
ポ
ン
プ
設
置
工

事
、
５
年
間
の
土
地
、
建
物
等
の
無
償
貸

付
等
総
計
１
，
２
０
１
万
８
，
５
３
５
円

支
出
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
他
に
、
国
、

県
か
ら
企
業
誘
致
で
１
，
０
０
０
万
円
。

決
算
書
に
よ
る
と
、
平
成
24
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
国
・
県
・
村
が
出
し
た
合
計
は
、

７
，
０
９
５
万
２
，
０
８
５
円
。
村
長
の

答
弁
は
議
会
に
対
し
て
失
礼
な
ん
で
す

よ
。
議
会
が
言
う
こ
と
も
き
ち
ん
と
真
摯

に
受
け
止
め
て
、
今
後
の
活
動
に
意
見
を

十
分
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小善　満子議員

問
1　

川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
の

脱
会
に
つ
い
て　

川
辺
川
ダ
ム
建
設

促
進
協
議
会
の
脱
会
は
誰
が
決
め
る

の
か
。

問
2　

村
長
の
考
え
だ
け
で
、
議
会
に
協

議
す
る
こ
と
な
く
脱
会
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

問
3　

今
後
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
の
か
。

問
4　

相
良
村
の
誘
致
企
業
で
あ
る
肥
後

相
良
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て　

肥
後
相

良
フ
ァ
ー
ム
の
現
状
に
つ
い
て

問
5　

相
良
村
の
住
民
の
雇
用
と
、
農
産

物
の
加
工
・
冷
凍
し
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
の
球
磨
工
場
の
稼
働
率
は
。

問
6　

現
在
、
工
場
で
製
品
化
さ
れ
る
農

産
物
で
ど
ん
な
も
の
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
か
。

問
７　

小
田
商
店
の
建
設
物
と
土
地
、
茶

畑
等
の
購
入
に
つ
い
て　

物
件
と
土

地
の
利
用
方
法
は
具
体
的
に
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か

問
8　

こ
の
物
件
に
つ
い
て
購
入
方
法
に
誤

り
は
な
か
っ
た
か
。

村 

長

村 

長

村 

長

村 

長

産
業
振
興
課
長
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一 般 質 問

握
を
し
て
答
え
る
よ
う
に
す
る
。

農
地
解
約
の
場
合
、
畑
の
境

界
が
失
わ
れ
て
再
度
境
界
を
出
す
に
は
相

当
の
経
費
が
伴
う
。
境
界
の
復
元
は
会
社

で
行
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。
ま
た
、
中
間

管
理
機
構
な
の
か
、
集
積
を
担
当
さ
れ
た

行
政
が
行
っ
て
も
ら
え
る
の
か
。

地
籍
関
係
で
出
た
杭

の
復
元
は
会
社
が
す
る
の
が
当
然
だ
と
思

う
。

し
て
あ
る
の
か
。

会
社
の
使
用
貸
借
農
地

は
、
10
万
４
，
４
５
１
㎡
で
あ
る
。
ソ
バ

と
麦
は
あ
る
生
産
法
人
と
の
農
業
委
託
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。

会
社
で
は
、
3
名
の
雇
用
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
会
社
か
ら
解

雇
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
会
社
と
話
合

い
を
し
て
不
都
合
と
な
ら
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

従
業
員
の
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
就
労
と
就
農
を
さ
れ
て
い
る
。

会
社
は
ソ
バ
の
作
付
け
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
経
営
安
定

化
補
助
金
は
ど
こ
に
入
る
の
か
。
農
業
法

人
に
入
る
の
か
。

経
営
安
定
化
補
助
金
に

関
し
て
は
、
会
社
が
申
請
を
行
い
、
交
付

金
の
受
領
も
会
社
が
も
ら
っ
て
い
る
。

会
社
に
無
償
5
年
の
使
用
貸

借
を
し
て
い
て
、
現
在
の
農
業
法
人
と
使

用
貸
借
は
行
っ
て
い
な
い
。
又
貸
し
さ
れ

て
は
困
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

現
在
農
地
を
把
握
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
把

村
の
誘
致
企
業
「
肥
後
さ
が

ら
フ
ァ
ー
ム
」
は
開
設
後
、
数
年
経
過
し

た
中
、
工
場
が
休
止
状
態
と
聞
い
て
い
る

が
、
工
場
の
再
開
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
未
定

で
あ
る
。

会
社
は
誘
致
の
中
で
協
定
書

を
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
協
定
書

通
り
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

契
約
違
反
で
は
な
い
の
か
。
村
は
現
在
の

状
況
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

会
社
の
関
係
者
と
農

業
普
及
振
興
課
と
一
緒
に
営
農
検
討
会
を

行
っ
て
い
る
が
、
結
果
が
見
え
て
い
な
い
。

休
止
状
態
で
あ
れ
ば
、
国
、

県
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
村
が
投
資
し
た
金
額
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

農
業
機
械
導
入
ト
ー
タ

ル
で
約
２
，
５
５
３
万
円
入
れ
て
い
る
。

そ
の
１
／
３
の
８
５
０
万
円
が
国
の
補
助

金
。
ま
た
、
冷
凍
野
菜
工
場
の
事
業
費
が

約
６
，
２
８
０
万
円
、
そ
の
内
の
交
付
金

が
５
，
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

高
原
の
土
地
は
ヤ
マ
ト
イ
モ

栽
培
に
最
適
で
あ
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た

が
、
栽
培
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま

会
社
撤
退
の
場
合
に
は
責
任
問
題
に
な
り

か
ね
な
い
と
思
う
。
再
度
、
会
社
と
協
議

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
る
べ
く
企
業
が
撤
退

し
な
い
よ
う
鋭
意
努
力
を
し
て
、
ヤ
マ
ト

イ
モ
が
栽
培
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
会
社
の
使
用
貸
借

農
地
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
他
の
農
業
生
産
法
人
が
麦
、
ソ
バ

の
作
付
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
産
法
人

と
の
使
用
貸
借
は
い
つ
変
更
を
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
に
は
届
け
は
出

肥
後
さ
が
ら
フ
ァ
ー
ム
の
工

場
再
開
は

現
在
は
協
議
の
最
中
で
あ
り

ま
す

ＱＡ髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙岡　重盛議員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

高原地区で白い花を咲かせるソバ

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長
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保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す

る
一
環
と
し
て
、
サ
ガ
ラ
ッ
パ
放
課
後
ク

ラ
ブ
を
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
本
村
に
お

け
る
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
。

現
在
、
相
良
村
に
お
い
て
は
、

南
北
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
文
部
科
学
省
の

放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。
開
設
終
了
時
間
は
午
後
5
時
半
ま

で
と
し
て
お
り
ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教

室
と
は
、
小
学
校
の
余
裕
教
室
等
を
活
用

し
て
地
域
の
多
様
な
方
々
の
参
画
を
得
て

子
ど
も
た
ち
と
共
に
行
う
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
等
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、
南
小
学
校
の
サ

本
村
に
お
け
る
改
革
の
具
体

的
な
内
容
は
。

県
の
ほ
う
が
国
保
運

営
の
中
心
と
な
り
ま
し
て
そ
の
制
度
の

安
定
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
県
の
ほ
う
が
国
保
料
の
標
準
的
な
算

定
方
式
に
基
づ
き
ま
し
て
、
県
内
各
市
町

村
ご
と
の
標
準
保
険
料
率
を
算
定
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
に
お

き
ま
し
て
は
、
県
が
示
す
標
準
保
険
料
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
平
成
30
年
度
か
ら
の

国
保
税
の
算
定
方
式
等
を
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、

県
へ
納
付
金
を
納
め
る
か
た
ち
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
を
被

保
険
者
の
方
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
制
度
の
概
要
に

つ
き
ま
し
て
は
村
の
ほ
う
で
あ
り
ま
す
国

保
運
営
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
説
明
等
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
電
算
関
係
の
改
修
等

も
昨
年
度
か
ら
予
算
化
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。本

村
と
し
て
医
療
費
の
適
正

化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

健
康
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
な

か
た
ち
で
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
県
と

の
協
議
を
し
な
が
ら
、
相
良
村
が
ど
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
す
れ
ば
い
い
か
を
協

議
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ガ
ラ
ッ
パ
放
課
後
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い

る
児
童
は
、
1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
の

51
名
で
す
。
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

先
生
方
は
、
図
書
司
書
と
用
務
員
の
2
名

と
支
援
員
の
先
生
方
3
名
、
一
般
の
方
5

名
の
方
に
お
願
い
し
、
10
名
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
指
導
に
あ
た
っ
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
北
小
学
校
の
四
浦
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
児
童
は
1
年
生
か

ら
6
年
生
ま
で
の
15
名
で
、
か
か
わ
っ
て

お
ら
れ
る
先
生
方
は
、
図
書
司
書
と
一
般

の
方
の
2
名
で
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

は
、
安
心
・
安
全
な
子
ど
も
の
居
場
所
を

設
け
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
学
習

や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
ま
た
地
域
住

民
の
方
と
の
交
流
活
動
等
を
推
進
す
る
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

相
良
村
の
地
域
性
を
考
慮
し
、
村
民
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
答
え
る
よ
う
保
健

福
祉
課
と
連
携
し
推
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

学
童
保
育
（
サ
ガ
ラ
ッ
パ
）　

放
課
後
等
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
と
連
携
し
推
進

し
て
参
り
た
い

ＱＡ

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革

に
つ
い
て

昨
年
度
か
ら
予
算
化
し
て
い
る

ＱＡ

市
岡
議
員

市
岡
議
員

教
育
課
長

市岡　智惠議員

保
健
福
祉
課
長

村 

長

市
岡
議
員

教
育
課
長

市
岡
議
員
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山
江
村
か
ら
は
内
山
村
長

指
示
で
課
長
が
最
後
ま
で
対
応
さ
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
相
良
村
は
一
人
の
職
員
の
対

応
も
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
議
会
は
ほ
ぼ

全
員
出
席
で
対
応
が
出
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
百
歩
譲
っ
て
仮
に
非

公
式
と
し
て
も
、
県
ナ
ン
バ
ー
２
の
副
知

事
が
お
い
で
頂
く
意
味
を
、
相
良
村
の
長

と
し
て
認
識
し
て
頂
く
べ
き
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
村
長
が
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、

総
務
課
長
・
産
業
振
興
課
長
等
に
対
応
を

指
示
さ
れ
る
事
が
村
長
の
務
め
で
あ
り
、

相
良
村
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
で
す
。

自
由
な
形
で
視
察
さ
れ
る
ほ
う

が
良
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
ん
ま
り
大

量
に
迎
え
す
る
方
が
か
え
っ
て
ご
無
礼
に

な
る
と
い
う
判
断
で
あ
り
ま
す
。

村
長
が
要
望
を
受
け
て
回
答

さ
れ
た
言
葉
で
す
。
ど
う
い
う
事
で
合
意

形
成
と
見
な
す
の
か
、
物
事
一
つ
一
つ
で

合
意
形
成
の
意
味
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

要
望
を
上
げ
る
時
に
、
ど
の
よ
う
に
合
意

形
成
と
捉
え
て
上
げ
た
ら
受
理
し
て
頂
け

る
の
か
。

答
え
る
の
は
や
ぶ
さ
か
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
議
員
を
何
十
年
や
っ
と

い
て
、
そ
れ
を
議
会
で
い
ち
い
ち
聞
か
な

い
で
と
い
う
こ
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い

の
か
。
以
上
で
す
。

答
え
な
い
の
は
、
こ
の
合
意

形
成
に
つ
い
て
答
え
る
と
、
村
長
が
後
で

不
利
に
な
る
か
ら
で
す
。

基
幹
林
道
が
相
良
村
内
に
あ

る
か
、
ま
た
球
磨
郡
内
に
は
あ
る
か
。

相
良
村
に
あ
る
か
私
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
球
磨
郡
内
に
ど
れ
だ
け

あ
る
か
知
り
ま
せ
ん
。

通
告
し
て
も
調
べ
も
し
な

い
。
そ
れ
で
は
森
林
整
備
計
画
は
出
来
ま

せ
ん
。
基
幹
林
道
の
役
割
は
、
整
備
を
進

め
る
こ
と
で
絽
網
の
整
備
も
進
み
、
林
業

生
産
性
が
向
上
し
、
林
業
・
林
産
業
の
振

興
に
つ
な
が
っ
て
い
く
事
で
す
。
そ
の
事

で
森
林
に
容
易
に
行
く
こ
と
が
出
来
、
森

林
整
備
が
進
み
、
優
良
な
森
林
・
木
材
が

育
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
水
資
源
涵

養
機
能
・
国
土
保
全
機
能
な
ど
森
林
の
持

つ
多
面
的
な
機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
村
に
林
道
・

基
幹
林
道
が
い
か
に
大
事
で
必
要
か
と
い

う
こ
と
で
、
４
区
長
の
要
望
は
、
的
確
に

的
を
得
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
林
道
が
開

設
さ
れ
た
場
合
、
利
用
区
域
面
積
、
村
有

林
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
樹
種
別
、
樹

齢
、
ど
れ
位
資
源
が
あ
る
か
等
の
調
査
は

さ
れ
て
当
然
と
思
う
が
、
な
さ
れ
た
の
か
。

調
査
十
分
や
っ
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
質
問
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
勉
強
し
て
き
ま
す
。

本
年
、
改
良
貫
通
促
進
期
成

会
の
総
会
に
於
い
て
、
緒
方
県
議
が
、
道

路
で
被
害
が
出
れ
ば
欠
陥
道
路
と
言
わ
れ

て
も
仕
方
な
い
、
林
道
・
県
道
の
管
理
を

き
ち
っ
と
行
い
、
県
道
の
整
備
が
進
ま
な

け
れ
ば
林
（
道
）
の
力
を
借
り
る
事
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
方
々
は
県
民
で
す
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
県
道
の
改
良
が
進
ま
な

い
中
、
小
柏
、
平
、
中
尾
、
山
口
、
椎
葉
、

中
原
地
区
の
災
害
時
に
お
け
る
孤
立
解

消
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

当
該
自
治
体
と
し
て
期
成
会
の

趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
要
望
を
し
て
い
く
。

本
年
5
月
19
日
に
副
知
事
が

運
転
手
・
秘
書
・
県
議
・
球

磨
地
域
振
興
局
長
・
県
職
員

と
来
村
さ
れ
た
が
、
非
公
式

と
の
判
断
は

非
公
式
だ
か
ら
非
公
式

ＱＡ

村 

長

黒木　正照議員

黒
木
議
員

副
知
事
来
村
及
び
四
浦
４
区
長

合
同
要
望
の
四
浦
西
地
区
基
幹

林
道
開
設
及
び
整
備
に
つ
い
て

基
幹
林
道
開
設
４
区
長
要
望

の
回
答
で
、
地
域
の
合
意
形

成
が
図
ら
れ
る
事
を
望
み
ま

す
と
は
、
ど
の
様
な
事
で
推

し
量
ら
れ
る
の
か

基
本
論
の
話
を
議
会
で
聞
か

れ
る
筋
合
い
は
無
い
と
思
っ

て
い
る

ＱＡ

基
幹
林
道
開
設
４
区
長
要
望

認
め
な
い
理
由
が
あ
る
の
か

基
幹
林
道
を
勧
め
る
必
要
性

は
全
く
無
い
。
県
道
（
相
良

人
吉
線
）
実
現
で
き
て
い
な

い
の
は
、
県
議
の
努
力
不
足

ＱＡ

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

県
道
相
良
人
吉
線
に
つ
い
て

黒
木
議
員

村 

長
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昨
年
度
の
臨
時
会
提
出
の
議

案
第
60
号
の
内
訳
書
を
拝
見
す
る
と
、
経

費
と
し
て
減
税
さ
れ
る
物
件
が
、
課
税
さ

れ
る
売
買
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
理
由
を
伺
い
ま
す
。

損
失
補
償
基
準
書
を
参
考
に

算
出
し
買
収
と
い
う
形
で
購
入
し
て
い
ま

す
。

議
案
第
60
号
の
内
訳
書
で

は
、
伐
採
・
移
植
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
内
訳
書
と
し
て
は
、
内
訳
書
ら
し
く

な
い
文
面
で
す
ね
。

議
案
第
60
号
で
提
出
し
た
公

有
財
産
取
得
の
面
で
は
、
土
地
・
立
竹
木
・

庭
木
・
建
物
物
件
全
て
当
事
者
間
と
の
了

総
務
課
長

承
の
も
と
買
収
契
約
を
行
い
ま
し
た
。

立
竹
木
の
み
損
失
基
準
標
準

書
を
用
い
て
、
立
竹
木
以
外
は
公
共
用
地

等
と
は
全
く
関
係
の
な
い
税
法
上
の
固
定

資
産
税
評
価
額
を
適
用
し
た
理
由
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

当
事
者
間
で
、
税
務
上
の
評

価
額
で
と
の
合
意
を
得
て
い
ま
す
。

公
共
工
事
の
場
合
、
用
地
買

収
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
て
算

出
さ
れ
る
か
。原

則
と
し
て
、
補
償
業
務
関

係
を
取
り
扱
わ
れ
る
業
者
に
、
標
準
価
格

を
算
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
具

体
的
な
計
画
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
購

入
さ
れ
た
こ
と
は
、
６
月
定
例
会
で
の
質

問
で
地
方
自
治
法
第
２
条
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
の
質
問
に
対
し
て
、
村
長
は
、
そ
の
よ

う
な
法
律
は
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
今

も
、
そ
の
お
気
持
ち
に
お
変
わ
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。そ

う
い
う
法
律
は
な
い
と
の
趣

旨
で
は
な
く
法
律
上
問
題
な
く
手
続
き
を

進
め
て
い
る
状
態
で
す
。

６
月
定
例
会
の
答
弁
を
撤
回

し
、
現
在
の
答
弁
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

６
月
定
例
会
で
の
、
答
弁
の
正

確
な
文
言
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

確
か
に
６
月
定
例
会
で
の

村
長
の
答
弁
は
法
律
が
無
い
と
の
答
弁
で

し
た
。
総
務
課
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
村

の
行
政
・
財
務
執
行
に
あ
た
っ
て
議
会
で

の
可
決
・
承
認
さ
れ
て
い
な
い
財
源
と
予

算
の
執
行
を
行
っ
て
よ
い
か
お
尋
ね
し
ま

す
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
場
合

で
す
か
。

予
算
が
伴
う
も
の
に
つ
き
ま

し
て
は
、
予
算
の
議
決
が
な
い
限
り
執
行

で
き
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

広
報
さ
が
ら
７
月
号
の
村
長

エ
ッ
セ
ー
と
し
て
、
議
会
廃
止
と
い
う
題

目
が
大
き
く
見
出
し
と
し
て
、
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
真
意
と
、
大
川
村
に

つ
い
て
村
長
の
知
る
範
囲
で
説
明
願
い
ま

す
。

エ
ッ
セ
ー
で
あ
り
ま
す
の
で
、

タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
だ
け
で
す
。
マ
ス
コ

ミ
で
、
知
る
以
外
の
こ
と
は
知
り
得
ま
せ

ん
。

私
は
、
８
月
に
大
川
村
の
村

長
・
議
長
を
お
会
い
し
、
お
話
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
ね
つ
造
で
あ

り
議
会
廃
止
は
到
底
無
理
だ
と
の
お
話
で

し
た
。
今
後
エ
ッ
セ
ー
記
載
の
際
は
、
慎

重
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

村 

長広
報
さ
が
ら
７
月
号
の
村
長

エ
ッ
セ
ー
で
の
議
会
廃
止
に

つ
い
て

エ
ッ
セ
ー
で
す
の
で
タ
イ
ト

ル
を
つ
け
た
だ
け
で
す

ＱＡ

梅
山
議
員

村 

長

梅山　　弘議員

石
倉
周
辺
買
収
価
格
基
準
に

つ
い
て

当
事
者
間
と
の
間
で
税
務
評

価
額
で
同
意

ＱＡ梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

建
設
係
長

梅
山
議
員

梅
山
議
員

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

村 

長

梅
山
議
員

８月28日　高知県大川村（私費研修）
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川
辺
川
の
利
水
事
業
最
終
同

意
に
つ
い
て
。

随
時
、
同
意
、
署
名
、

名
簿
等
の
資
料
に
よ
る
郵
送
や
個
別
の
説

明
を
し
て
い
る
、
用
排
水
・
区
画
・
造
成

の
３
事
業
と
も
に
順
調
に
同
意
が
得
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

土
地
改
良
法
で
３
分
の
２
の

同
意
が
な
い
と
解
散
で
き
な
い
。
次
に
平

原
・
十
島
線
、
三
石
錦
線
、
新
並
木
の
交

差
点
改
良
含
め
Ｕ
字
溝
が
危
険
で
道
路
も

狭
い
。
６
月
の
回
答
で
は
単
県
で
村
で
も

良
い
の
で
は
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
道
三
石
錦
線
、
錦
町
と
の

建
設
係
長

協
議
も
必
要
で
す
が
、
本
村
で
協
議
し
て
、

今
後
、
改
良
計
画
を
策
定
す
る
方
向
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

三
石
錦
線
は
危
険
だ
と
村
長

も
理
解
、
出
来
る
だ
け
早
く
改
良
を
進
め

て
頂
き
た
い
。
平
原
十
島
線
も
土
地
の
取

得
と
同
時
に
並
行
し
て
進
め
る
と
答
弁
し

て
い
る
が
。

十
島
踏
切
付
近
か
ら
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
手
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
の
約

６
０
０
ｍ
の
未
改
良
区
間
は
、
修
正
設
計

業
務
を
６
月
22
日
委
託
。
今
後
、
用
地
交

渉
を
実
施
し
、
用
地
交
渉
が
完
了
し
た
ら
、

次
年
度
以
降
に
改
良
工
事
を
実
施
予
定
。

用
地
交
渉
済
み
次
第
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ま
だ
な
の
か
。

修
正
業
務
が
完
了
し
て
い
な

い
。
土
地
に
か
か
る
丈
量
図
が
完
成
し
て

か
ら
図
面
完
成
次
第
、
用
地
交
渉
を
進
め

る
。
ま
だ
用
地
交
渉
に
は
至
ら
な
い
。

こ
の
道
路
も
長
い
間
色
々
問

題
が
あ
っ
て
進
ん
で
い
な
い
の
で
住
民
の

方
も
心
配
し
て
お
ら
れ
る
。
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
。
次
に
深
水
小
枝
線
商
工
会
前

か
ら
境
田
を
通
る
県
道
、
27
年
12
月
に

Ｕ
字
溝
が
む
き
出
し
で
危
な
い
と
質
問
し

た
。
当
時
通
学
路
だ
っ
た
事
も
あ
り
改
良

で
き
な
い
か
の
回
答
に
単
県
事
業
で
要
望

す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

深
水
観
音
の
下
の
側
溝
、
集

水
桝
の
改
良
は
竣
工
済
。
路
線
の
側
溝
の

整
備
は
未
整
備
。
８
月
に
毎
年
要
望
、
単

県
事
業
の
要
望
と
し
て
現
況
写
真
を
添
付

し
球
磨
地
域
振
興
局
の
維
持
管
理
調
整
課

へ
提
出
し
て
い
る
。

上
園
地
区
の
林
地
開
発
変
更

が
あ
っ
て
６
月
ま
で
期
間
が
延
び
た
。
作

業
が
終
了
し
て
、
完
了
し
て
い
る
の
か
。

配
水
管
埋
設
の
２
５
０

ｍ
は
完
済
。
工
事
の
法
面
吹
き
付
け
が
ま

だ
で
、
県
に
８
月
未
施
工
の
延
長
申
請
が

出
さ
れ
10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

排
水
路
が
な
か
っ
た
部
分
だ

と
思
う
が
、
そ
の
下
の
段
の
排
水
対
策
は
。

す
る
よ
う
な
こ
と
は
聞

い
て
い
な
い
。１

ha
未
満
は
排
水

対
策
し
な
い
で
良
い
と
い
う
発

言
が
あ
っ
た
が
、
水
路
を
直
撃

す
る
は
ず
で
す
。
や
ら
せ
る
べ

き
で
す
。
協
定
書
に
は
そ
こ
ま

で
の
条
件
を
入
れ
さ
せ
る
べ
き

で
す
。

県
の
完
了
報

告
を
待
っ
て
協
定
書
の
締
結
と
な
り
、
そ

の
前
に
上
園
地
区
住
民
と
内
容
の
確
認
と

説
明
会
を
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

地
元
と
の
対
話
も
意
見
を
聞

く
の
も
大
切
。
現
行
法
で
は
や
ら
な
く
て

良
い
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
済
ま
さ
れ
る

こ
と
で
す
か
、
村
長
。

住
民
の
安
心
安
全
を
考
え
て
も

一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
事
業
主
体
に
申
し

入
れ
て
行
く
べ
き
、
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。

こ
れ
は
村
と
し
て
も
慎
重
に

対
応
し
て
頂
き
た
い
。
山
腹
崩
壊
危
険
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
何
か
利

用
で
き
な
い
か
。

村道平原十島線の上村商店前

村 

長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

茂吉　隆典議員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

建
設
係
長

茂
吉
議
員

建
設
係
長

茂
吉
議
員

建
設
係
長

茂
吉
議
員

産
業
振
興
課
長

茂
吉
議
員

産
業
振
興
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

川
辺
川
の
利
水
事
業
最
終
同

意
に
つ
い
て

３
事
業
と
も
順
調
に
同
意
が

得
ら
れ
て
い
る

ＱＡ
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議
会
だ
よ
り
は
、
村
民
の
皆
様

方
々
に
議
会
や
議
員
の
活
動
内
容
を

解
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
、

県
や
全
国
で
の
議
会
広
報
研
修
会

を
参
考
に
す
る
な
ど
編
集
に
向
け
て

努
力
し
て
い
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
）

※
広
報
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

あゆ釣り　柳瀬橋下流（通称　蓑毛の瀬）三十三観音巡り　上園観音

旬 の 行 事

相良南小学校

暁保育園

相良北小・あざみ園合同運動会

なつめ保育園

【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委

員

長
　
　
市
岡
　
智
惠

　
副
委
員
長
　
　
黒
木
　
正
照

　
委
　
　
員
　
　
梅
山
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
子

　
　
　
　
　
　
　
髙
岡
　
重
盛

　
発
行
責
任
者
　
吉
松
　
啓
一

村内小学校・保育園の運動会


